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 石油

　2014年の持分生産量は前年比47.5%増の7.35Mbblと
なった。これは主にAlen（赤道ギニア／13年6月開始）
およびBadila（チャド／13年9月開始）での新規生産が
初めて12か月操業を行った事によるもの。また、チャ

ド（Alen、Mangara、他）の権益を持つCaracal Energyを
2014年7月に完全子会社化した事も持分生産量の増加
に寄与した。Mangaraは2014年12月から生産を開始し、
2015年にランプアップを行う。

 コーポレート
　2015年2月4日
　S&PがBBB（安定的）で格付けを据え置いた。

　2015年2月11日
　23.9%株式を保有するLonminからの撤退を発表。
GlencoreのCEOは、「当社の上流権益への投資は自社が
強いトレードパワーを持つ商品に限って行われるもの
であり、プラチナのトレードで強みを持たない当社に
とって、Lonminはノンコア資産」、と説明をした。撤
退方法は、同社が保有するLonmin株をGlencoreの株主
にプロラタで配分する案が有力（例：Glencoreの10%株
主はLonmin株を2.39%配分される）。2015年5月の株主
総会で決議に諮る。
　Lonminは世界のプラチナ生産大手の1つで、旧
Xstrataが2008年に23.9%株式を買収した。

　2015年2月26日
　豪州の石炭事業に関し、2015年生産量を15百万t削
減と発表した。2015年の豪州炭の生産量は約70百万t
で、今年度比20%の削減幅となる。低迷する需要動向
に合わせた事業の最適化を図る。稼働中の鉱山への対
応とは別に、プロジェクトの遅延も含め、石炭事業の
全面的な見直しを行い、市況低迷期を乗り切る考え。

　2015年3月3日
　2015年のCAPEXに関し、市況鈍化への柔軟な対応
が求められるとして、2014年12月に投資家会合で発表
した79億US$から、65~68億US$への削減を明らかに
した。

（2015.3.3）
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【別添資料】

表1.�コバルトの生産量推移
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表3.�銀の生産量推移

表2.�金の生産量推移
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